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６／１２（金）、体育祭が開催されました。今年度は感染症対策として規模を縮小し、種目の精

選や応援席を広げるなどの対策を取りました。紅白対抗、学級対抗、部活対抗、個人種目等、様々

な種目が行われ、友達を励ます声かけや楽しそうな笑顔、そして一生懸命に頑張る姿が見られまし

た。昨年度体育祭を行えなかった分、充実した一日を過ごすことができたのではないかと思います。 

 今年の体育祭は、１、２年生にとっては初めての体育祭であり、係の仕事などわからないことば

かりだったと思います。その中で３年生が最上級生として、後輩に丁寧に仕事のやり方を教え、後

輩たちを引っ張ることができました。また、紅白の団体種目の綱引きでは３年生が先頭に立って入

退場の動きの手本を見せるなど、学年を超えた交流がありました。 

今回の体育祭ではそういった学年を超えた縦のつながりが見えたところも成功した一つだと思

います。今後の学校生活でも３年生は先輩としてかっこいい背中を見せ、１、２年生は３年生を支

えていけると良いです。 

 

 

 

 

 ６／２５（金）に生徒会主催による部活動壮行会が行われました。例年では全校生徒が体育館に

集まり、最後の大会を控える３年生を激励していましたが、今年は動画による壮行会を行いました。 

 映像からでも最後にかける思いが伝わってくる発表で、どの部活動も堂々と発表することができ

ました。また、１、２年生からも３年生へ激励のメッセージを送り、総体やコンクールに向けて気

持ちが高まってきたのではないかと思います。昨年度、自分たちの力を発揮できる場がなく悔しい

思いをした先輩たちの分も、後悔のないよう頑張ってください。 

  

☆各部活動の今後の予定 

野球部…７月４日～      

サッカー部…７月３日、４日、１０日 

バドミントン部…７月１０日、１１日、１７日 

ハンドボール部…７月１１日 

バスケットボール部…７月１１日～ 

陸上部…７月１０日、１１日 

卓球部…６月２６、２７日（男子シングルス予選） 

    ７月１０日（男女団体 AB、男子シングル決勝トーナメント） 

    ７月１１日（男子ダブルス）  ７月１７日（女子シングル） 

    ７月１８日（女子ダブルス、シングル決勝トーナメント） 

吹奏楽部…７月２４日（録音審査） 
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 １学期も残りわずかとなり、昨年度と比べたら長い１学期となりました。また、昨年度と違うと

ころは登下校がジャージから制服に変わりました。そのため１年生はもちろんですが、２年生にと

っても初めての制服での登校となりました。 

新年度が始まって３か月が経ちましたが、１、２年生は制服を着ての登校は慣れましたか？初め

のころは着慣れていないせいか、ボタンを掛け違えるなどのことがありましたが、今ではそういっ

たことも少なくなってきたように感じます。しかし、慣れてきた時期だからこそ、最初の頃にでき

ていたことができなくなっているところがあります。そのため、改めて確認していきたいと思いま

す。 

先月になりますが、５／１４（金）に生徒総会が行われ、その中で服装や頭髪についての質問が

多くあがりました。質問の答えの一つとして、制服は正装に準ずるよう作られており、そして正装

で大切なことは第一印象です、と答えました。第一印象がよく見えるように服装や頭髪を整える必

要があり、また、日本では「襟を正す」など服装を整える意味の慣用句があるほど、第一印象を大

切にする文化があります。 

最近の学校生活の様子を見ていると、ベルトをしていない人やシャツを出している人、校章がつ

いていない人などが目立ちます。もちろんそういったところができていないと第一印象はよく見え

ません。中には第一印象なんて関係ない、と考えている人たちもいると思います。そこであるサッ

カー選手の話を紹介したいと思います。 

 

       「外見は自分だけのものではない」 

 

上記はサッカー選手の長谷部誠選手の本『心を整える』の中に、書かれていた文章です。その内

容は、長谷部選手といえば真面目できっちりとしている印象ですが、長谷部選手がサッカー選手に

なりはじめた頃は、チャラチャラとした外見だったそうです。 

当時は長谷部選手自身、自分の外見に関して特に気にしていなかったようです。しかし、高校時

代の恩師に「なんだよ、その髪型は」と一喝されて、考えが変わり、髪型や服装を改めたようです。

その一喝があったからこそ、「真面目」な印象の長谷部選手が誕生したのです。 

「自分のルックスをアピールすることよりも、まず周囲にいる身近な人たちがどんな思いで見て

いるか、ということの方を大切にしていきたい。なぜなら、きちんとしていることで嫌な気分にな

る人は誰もいないから」 

個性を大切にする前に、改めて自分の服装や髪型を見たときに、相手に対して悪いイメージを持

っていないか、鏡の前に立って、客観的に自分を評価する必要があると感

じました。 

社会人になると、笑顔や表情も大切ですが、服装、髪型も、自分の印象

を残すために必要になってくる要素です。 

 

 

 

 


